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No.45 

ふ
だ
ん
な
か
な
か
体
を

動
か
す
機
会
の
少
な
い

お
年
寄
り
の
体
力
向
上

と
ゲ

ト
ボ

jレ
ガ

購
入
さ
れ
¥
つ
い
先
ご

ろ
指
導
者
講
習
会
、
ガ
中

央
公
民
館
と
な
り
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ

ま
し
だ
。



(2) 

押

備

町
営
住
宅
六
戸
建
設
、

町
道
・
農
道
舗
装
も

医
大
取
付
道
に
一
億
二
千
六

R
六
十

万
円
、
地
方
病
溝
き
ょ
三
千
五
百
七

肘
実
施
に
四
千
百
四
十
九
万
円
、
町

道
・
農
道
舗
装
・
復
旧
工
事
に
六
千

h
f
性

収

金

交

料

金

産
交

税

数

担

財
特

得

手

税

金

金

入

負

金

税

A
L

斡

鞠

糊

軒

入

付

収

金

地

償

税

制

附

越

通

勤

用

方

担

支

障

か

自

使

地

隙

寄

諸

沿

県

町

町

面

五
十
二
年
度
は
、
公
共
事
業
・
住

民
福
祉
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
実
績
を
あ
げ
る
と
、
押

原
小
学
校
増
築
に
九
千
、八
百
万
円
、
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10.000千円
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40，000 

円
U

予

算

悶
幽

決

揮

50.000 60，QOO 20，000 

五
百
五
十
九
万
円
、
道
川
都
市
下
水

路
事
業
五
百
七
十
六
対
実
施
六
千
十

万
一
千
同
上
河
東
常
永
団
地
内
に

町
営
住
宅
六
戸
建
設
三
千
百
九
十
一

万
八
千
円
。
こ
の
偽
押
中
校
庭
整

備
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
、
役
喝

中
央
公
民
館
駐
車
場
の
舗
装
工
事
、

交
通
安
全
対
策
事
業
と
し
て
、
町
内

各
処
に
カ
l
ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
設
置
ー
そ
の
ほ
か
、
母
子
保

健
強
化
事
業
と
し
て
妊
婦
に
牛
乳
配

布
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
医
療
費
負

担
一
斉
消
毒
の
実
興
住
民
検
診

の
実
興
こ
の
住
民
検
診
に
お
い
て

は
二
千
六
百
三
十
二
人
が
受
竣
成

人
病
予
防
対
策
の
早
期
発
見
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
対
策
の
強
化

を
図
る
た
め
、
消
防
自
動
車

一
台
購

入
な
ど
が
主
な
事
業
内
容
で
す
。

ム
歳
入

町
税
、
昨
年
比
ニ
九
・
一
%
増

一
般
会
計
当
初
九
億
八
千
二
百

六
十
七
万
一
千
円
の
歳
入
見
込
み
で

ス
タ
ー
ト
し
た
五
十
二
年
摩
7
算
は

町
税
・
地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出
金

そ
の
他
で
も
増
額
と
な
り
、
一
億
九

みなさんの税金がどの

ように使われ、その収支

せします。

がどのようになったか、

昭和 52年度決算が、 9

月定例議会で認定されま

したので、概要をお知ら

千
六
百
四
十
万
一
千
円
多
い
、
十
一

億
八
千
七
百
六
十
二
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
支
出
は
、
十
一

億
七
千
五
百
四
十
一
万
四
千
可
差

し
引
き
一
千
二
百
二
十
万
六
千
円
が

五
十
三
年
度
比
繰
越
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
の
二
十
%
に
あ
た
る
町
税
の

伸
び
は
、
昨
年
度
に
比
較
し
て
五
千

四
百
二
十
七
万
七
千
円
-
二
十
九
・

一
%
の
増
と
な

フ
て
お
り
ま
す
。

人
口
増
加
も
あ
り
、
町
民
税
の
伸

び
額
は
二
千
百
七
十
七
万
一
千
同

固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
二
千
五
百

三
十
二
万
六
千
可
た
ば
こ
消
費
税

六
百
四
万
二
千
円
、
電
気
税
二
百
十

三
万
二
千
円
、
そ
の
他
に
お
い
て
も

順
調
な
伸
び
脅
し
め
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
税
の
収
納
率
は
九
十
四

・
四
%
と
、
昨
年
度
に
比
べ
一
%
上

昇
し
て
お
り
ま
す
心

ち
な
み
に
、
町
税
に
対
す
る
町
民

ひ
と
り
当
り
の
負
担
額
を
あ
げ
る
と

三
万
四
百
二
十
一
円
と
な
り
、
こ
れ
'

に
対
し
て
の
見
返
り
は
十
四
万
八
千

三
百
五
十
五
円
七
な
り
ま
す
。

〈
僻

ニ
万
円
で

三
万
八
千
円
の
恩
恵
r

国
民
健
康
保
険
の
歳
入
総
額
は
一

億
八
千
三
百
四
十
四
万
杢
l

円
て

こ
の
内
訳
時
国
保
税
七
千
五
百
三

十
七
万
三
千
同
国
か
ら
の
補
助
金

九
千
七
百
六
十
六
万
七
千
岡
県
か

ら
の
補
助
金
二
万
三
千
円
、
一
盤
E

計
か
ら
の
繰
入
金
百
五
十
万
円
前

年
度
繰
越
金
七
百
五
十
四
万
八
千
円

そ
の
他
の
収
入
百
三
十
四
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方
歳
出
で
は
、
支
出
の
七
十
五

%
を
し
め
る
療
養
給
付
費
-
一
万
八

千
九
百
四
十
件
に
対
し
、
一
億
三
千

七
百
三
十
万
五
千
円
の
支
払
い
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
倒
高
額

療
養
費
支
給
二
百
四
十
四
件
に
対
し

七
百
三
十
二
万
内
助
産
費
支
給
三

十
七
使
百
八
十
四
万
円
葬
祭
費

は
三
十
三
件
で
三
十
三
万
田
川
保
険

施
設
費
五
百
四
十
六
万
四
千
円
そ

の
他
六
百
七
十
三
万
三
千
同
総
額

一
億
六
千
八
百
三
十
万
八
千
円
と
な

り
、
主
布
引
き
一
千
五
百
十
四
万
一
千

円
が
五
十
三
年
度
に
繰
越
さ
れ
ま
し

た。

司

被
保
険
者
ひ
と
り
当
り
の
平
治
税

負
担
二
万
八
百
三
十
三
円
に
対
し
、

療
養
給
付
費
三
万
七
千
九
百
五
十
一

円
の
思
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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残
り
路
線
用1
瑚

周

例

制

引

|

|

中

市

は

い

近

況

状

報

て
買
収
を
終
り
ま
し
た
。

一
部
代
替
地
希
望
者
に
つ
い
て
は

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
事
項

の
了
解
を
得
た
上
の
も
の
で
あ
り
、

今
後
全
線
の
契
約
も
完
了
す
る
も
の

と
み
て
い
る
。

胆
相
イ
ン
タ
ー
を
含
め
て
、
町
外

地
権
意
寺
一
部
に
未
買
収
地
が
あ
る

も
の
の
、
既
に
工
事
は
着
手
さ
れ
て

お
り
、
五
十
六
笠
元
成
を
目
指
し
て

金入借の町

契約調印をする地権者〈阿原公会堂〉

昭
和
イ
ン
タ
ー
の
買
収
に
続
き
、

本
年
三
月
よ
り
交
渉
を
進
め
て
き
た

町
内
の
路
線
区
域
に
つ
い
て
、
昭
和

地
区
交
渉
委
員
会
(
会
妄
、
井
口
等

農
協
組
合
長
)
は
、
去
る
九
月
八
日

覚
書
の
調
印
を
す
る
と
と
も
に
、
同

十
二
日
西
条
二
区
・
紙
漉
阿
原
・
十

三
日
押
越
の
各
公
会
堂
、
十
四
日
農

協
本
所
会
議
室
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
地
権
者
会
と
と
に
契
約
調
印
を
し

昭

和

バ

イ

パ

ス

と
い
う
こ
と
で
難
行
し
な
が
ら
も
、

去
る
九
月
二
十
二
日
の
地
権
者
会
、

交
渉
委
員
会
公
E
長
小
宮
山
卓
良

氏
)
で
基
本
的
了
解
を
得
て
合
意
し

十
月
十
一
日
契
約
調
印
と
な
っ
た
。

代
替
地
希
望
者
の
地
権
者
及
び
町
外

者
は
残
つ
で
い
る
も
の
の
、
ほ
ぽ
完

了
し
た
。
今
後
さ
ら
に
、
家
屋
等
物

件
補
償
及
び
残
地
補
償
の
点
を
残
す

の
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
姿
が
み
な
さ
ん
の
前
に

現
わ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

難
行
し
た
ニ
区
地
内

契
約
調
印
と
な
る

昭
和
バ
イ
パ
ス
の
用
地
交
渉
に
つ

い
て
は
、

、押
越
以
西
の
買
収
を
終
っ

て
、
昨
年
末
か
ら
西
条
二
区
地
内
の

交
渉
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
住
家
密
集
地
の
中
を
通
る



(4) 報広

5月1箇月の医療は

町和昭

に
は
気
を
つ
け
よ
う

町
の
国
保
か
ら
健
康
状
態
を
さ
ぐ
る

加入状況及び受診率
( S 53. 5現在)

口

仁コ加入者数

fTI受診率

ヘ、人

今
月
は
、
昭
和
町
国
民
健
康
保
険
加
入
状
況
及
び
診
療
明
細

書
に
よ
り
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
現
在
の
疾
病
状
況
を
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

るみ
国
民
健
康
保
険
(
以
下
国
保
と
略
す
)
の
加
入
率
は
現

辻
在
、
四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
左
の
グ
ラ
フ

る
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
ば
わ
か
る
よ
う
に
年
々
加
入
者
は

取
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

的
乙
の
原
因
は
主
産
業
の
移
行
に
よ
る
減
少
、
特
に
す
フ

9

リ
l
マ
ン
世
帯
が
急
増
し
社
会
保
険
加
入
者
が
多
く
な
っ

社
た
の
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

は
こ
の
加
入
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
高
年
齢
層
が
多
く
、

調
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
企
業
を
退
職
し
て
社
保
か
ら
国

広
保
に
切
り
か
え
な
ど
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハu
n
L
 

A
ロ車で費療医の間白川箇

自岳 aaaaaaGJ

加
入
者
は
高
齢
化
傾
向
に

46% 

加入年次推移

58% 

60 
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46 

44 

42 

紘 一 、
弘人率

五
月
現
在

7∞ 

人数

高
血
圧

(
循
環
器
系
)
が
ト
γ

。フ

53 

一
方
受
診
状
況
を
み
る
と
、

O
歳

J
九
歳
児
ま
で
の
幼
年
層
と
六
十
歳

以
上
の
高
年
者
に
集
中
し
て
お
り
ま

す。
こ
の
う
ち
病
気
別
で
は
、
高
血
圧

等
の
循
環
器
系
が
一
番
多
く
、
次
に

歯
の
治
療
等
の
消
化
器
系
の
疾
患
、

か
ぜ
等
の
呼
吸
器
系
の
疾
患
の
順
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
五
月
、
一
箇
月

間
で
医
者
に
か
か
っ
た
人
数
は
、
入

院
が
延
三
十
四
人
、
通
院
が
千
三
百

二
十
九
人
、
菌
科
治
療
が
二
百
十
四

人
で
、
国
保
加
入
者
の
二
人
K
一
人

が
医
者
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
の
も
っ
と
も
高
い

51 49 47 

年度

上
位
三
傑
を
上
げ
る
と
、
消
化
器
系

の
疾
患
、
循
環
器
系
の
疾
患
、
が
ん

等
の
新
生
物
系
の
疾
患
と
な
っ
て
お

り
、
五
月
、
一
箇
月
間
の
医
療
費
は

一
千
八
百
二
十
七
万
五
千
円
と
な
り

ま
す
。病

気
を
重
く
す
れ
ば
治
療
費
も
上

る
。
し
た
が
っ
て
国
保
税
も
値
上
げ

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
師
の
指
導
の
も
と
に
正
し
い
治

療
を
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
自
己
の
健
康
管

理
陀
注
意
し
、
町
で
行
う
循
環
器
・

が
ん
検
診
等
を
す
す
ん
で
受
け
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
が
け
ま
し

ょ
λ
ノ。

…-年齢別にかかった病気について分析すると…………

O 
(20-却)

。
(50-59) 

。
(10-19) 

。
(40...49) 

o 
(伍-69)

。
(0 -鈴う

o 
(ヨト39)

。
(60-64) 

団 筋 骨。循環禄系の疾患句会、.皮膚g神経系及び感覚器の疾患。事故呼吸器系の疾患 d消化器系の疾患OJ 



青
少
年
問
題
の
相
談
助
言
や
、
青

少
年
育
成
の
総
合
的
推
進
に
あ
た
る

た
め
、
六
月
一
日
か
ら
昭
和
町
に
青

少
笠
円
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
育
成
を
す
す
め
る
指
導

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て

独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

最
近
に
お
け
る
青
少
年
問
題
は
、
社

会
の
多
様
化
に
と
も
な
い
ま
す
ま
す

複
雑
多
岐
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

報広町和昭

あなたは年金に

加入していますか・

(5) 

? 

国
民
年
金
は
、
将

来
老
後
生
活
を
送
る

に
あ
た
り
、
た
い
へ

ん
有
利
な
制
度
と
い

う
こ
と
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
と
存
じ
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

現
在
受
給
者
と
な

り
有
効
な
利
用
を
し

て
い
る
と
い
う
、
紙

濯
阿
原
の
小
宮
山
花

代
さ
ん
に
川
受
給
者

と
な
っ
て
の
ご
感
想
-

手
投
稿
願
い
ま
し
た
。
一

• • 

コ

青
少
年
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

上
河
東
の
早
川
美
都
雄
氏

し
た
が
っ
て
青
少
年
指
導
者
は
、
個

々
の
青
少
年
に
対
す
る
相
談
活
動
を

強
化
す
る
一
方
、
そ
の
問
題
解
決
K

あ
た
っ
て
は
、
総
合
的
視
野
に
た
つ

青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
常
に

緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
青
少

年
の
健
全
育
成
推
進
を
お
願
い
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
、

上
河
東
の
早
川
美
都
雄
氏
が
委
嘱
さ

れ
、
週
三
日
・
月
水
金
と
朝
八
時
三

特
例
制
度
・
・
・
七
月
一
日
l
二
年
間
有
効
一

a

こ
の
昭
和
町
で
も
ま
だ
未
加
入
の
後
の
し
あ
わ
せ
を
願
わ
な
い
人
は
い
一

人
達
が
い
ら

っ
し

ゃ

る

と

伺

い

ま

し

な

い

と

思

い

ま

す

。

一

て
た
い
へ
ん
驚
き
ま
し
た
。
私
も
満
六
十
歳
ま
で
掛
け
ま
し
て
・

去
る
七
月
の
広
報
に
年
金
の
特
例
掛
け
終
っ
た
時
点
で
住
民
課
年
金
係
一

織
機
齢
量
理

1
a・
・

央
宿
佃
祉
課
)
に
申
込
み
、
三
カ
月
後
山

臨

調

¥

嗣

中
ん
に
支
給
の
通
知
を
い
た
だ
き
ま
し
た
o
u

轍
麟
麟
鱗
翻
翻
麟
ぺ
識
制

一
さ

一
:
聾
欝
鱗
智
齢

一一
る
山
初
め
て
通
知
を
い
た
だ
き
ま
し
た
時
伊

鱒

離

麟

艇

輔

一
指

K
は
子
ど
も
の
よ
う
に
嬉
し
く
思
い
恥

棚

親

譲

臨

盛

田

咲
の
ま
し
た
。
年
金
は
自
分
な
り
に
利
用
。

欝

欝

議

離

器

醸

を
原
さ
せ
て
も
ら
っ
て
居
り
ま
す
。
時
に
す

襲
撃
欝
脅
迫
鰻

花
阿

棚
麟
麟
隣

組

j
JF一一酬
に
漉
は
友
達
と
温
泉
へ
、
あ
る
時
に
は
洋
配

輯

輔

副

ド

い十九三門
中

縦
一
鰍
服
を
新
調
し
た
り
、
ま
た
旅
行
も
年
一

制
度
に
つ
い
て
、
詳
細
K
説
明
が
掲
一
、
二
回
は
行
き
ま
す
。
お
か
げ
さ

E

載
さ
れ
て
お
り
、
み
な
さ
ま
良
く
C

ま
で
と
て
も
明
る
い
日
々
を
過
じ
て
白

寄
じ
の
乙
と
と
思
い
ま
す
。
未
加
入
い
ま
す
。
老
後
の
し
あ
わ
せ
は
自
分
一

の
方
は
、
こ
の
機
会
K
加
入
を
し
て
自
身
で
築
き
上
げ
る
も
の
で
は
な
い
日

お
い
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
老
で
し
ょ
う
か
・
:
:
:
:
。
.

ま館十
す二分
。階 t
k 午
事後
務 五

所 時
をま
開 で
設
し中
て央
お公
り民

旧
ん
章
一

手

当

が

改

正

課
説
者
五
千
円
、
非
課
税
者
六
千
円
支
給

昭
和
四
十
七
年
に
発
足
し
た
「
児

童
手
当
法
等
」
が
十
月
か
ら
一
部
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
制
度
は
、
十
八
歳
未
満
の
児

童
を
三
人
以
上
養
っ
て
い
て
、
そ
の

指
導
農
業
土
に河

西
の
豊
川
弐
也
氏

十
歳
代
の
従
事
者
も
十
八
名
と
、
非

常
に
少
な
い
人
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
町
の
農
業
経
営
K

お
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
振

興
の
よ
き
指
導
者
、
若
い
世
代
の
先

輩
と
し
て
、
河
西
の
豊
川
弐
也
氏
が

山
梨
県
知
事
よ
り
指
道
員
業
士
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
農
業
水
準
向
上
の
た
め
K

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

都
市
化
が
進
み
農
地
が
宅
地
也
さ

れ
、
農
業
従
事
者
も
減
少
傾
向
に
あ

る
本
町
の
農
業
。

ま
た
、
工
刀
後
継
者
不
足
も
深
刻

化
し
、
町
内
全
体
で
二
十
歳
か
ら
三

う
ち
の
一
人
以
上
が
中
学
校
卒
業
ま

で
の
児
重
で
あ
る
こ
と
を
条
件
花
、

三
人
目
以
降
の
児
童
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
で
、
支
給
額
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

〈
支
給
額
〉
:
・
三
人
目
以
降
の
中
学

校
卒
業
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
住

民
税
の
所
得
割
り
課
税
者
に
は
五
千

円
非
課
税
者
に
は
六
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
福
祉
課

へ
お
た
いす
ね
く
だ
さ
い
。

恩
給
法
が
一
部
改
正

一
律
一
万
五
千
円
が
支
給

訪問指導をする一手前が豊川さん

ム
↓
固
の
恩
給
法
の
改
正
に
よ
っ
て

次
の
方
々
に
、
本
年
十
月
一
日
か
ら

一
律
一
万
五
千
円
の
一
時
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は
、
旧
軍
人
ま
た

は
旧
準
軍
ム
と
し
て
、
実
勤
務
年
数

が
、
あ
わ
せ
て
三
年
以
上
に
な
る
人

ま
た
は
そ
の
遺
族
で
す
。

な
お
、
今
ま
で
に
、
恩
給
ま
た
は

共
済
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
た
方
は

除
か
れ
ま
す
。

こ
れ
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
請
求

手
続
が
必
要
で
す
か
ら
、
昭
和
町
役

場
福
主
謀
ま
た
は
、
県
庁
厚
生
援
護

課
に
用
意
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に

よ
っ
て
請
求
し
て
下
さ
い
。



(6) 
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全
国
単
校
保
健
研
究
大
会
が
、
去
る
九
月
二
士
二
日
岩
手
県
盛
岡
市
で
開

催
さ
れ
、
本
町
の
押
原
中
学
校
は
、
全
国
三
十
校
の
中
へ
山
梨
県
代
表
と
し

て
選
ば
れ
、
栄
え
あ
る
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
口

押
中
晴
れ
の
文
部
大
臣
表
彰
に

自
主
性
を
も
た
せ
学
校
保
健
に
と
り
く
む

押
原
中
学
校
は
、
た
く
ま
し
く
・
防
ぎ
つ
く
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

豊
か
な
人
間
性
と
・
創
造
的
な
実
践
自
覚
さ
せ
、
生
徒
全
員
に
ク
ラ
ブ
活

力
を
そ
な
え
た
生
徒
の
育
成
を
塾
円
動
に
加
入
さ
せ
、
体
位
向
上
を
計
る

目
標
に
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
・
五
と
と
も
に
、
根
性
と
体
の
器
用
ぎ
を

士
一
年
と
二
年
間
に
亘
っ
て
、
学
校
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
ま
す
。

保
健
・
学
校
安
全
(
交
通
安
全
守
に
押
原
中
学
校
生
徒
が
、
こ
れ
ま
で

全
職
員
、
全
生
筏
全
P
T
A
ぐ
る
一
度
の
交
通
事
故
を
お
こ
す
こ
と
も

み
で
取
り
く
ん
だ
成
果
が
こ
の
ほ
ど
な
く
き
た
の
え
こ
れ
ら
基
礎
的
な

み
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
と
が
お
お
き
く
役
立
っ
て
い
る
と

自
分
た
ち
の
身
は
、
自
分
自
身
で
い
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
交
通
安
全
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「
若
者
の
た
も
の
で
、
学
芸
会
に
お
い
て
は
、

祭
典
」
と
題
夏
休
み
の
う
ち
か
ら
衣
裳
守
つ
く
り
、

し
た
押
中
学
飾
り
、
演
劇
K
励
ん
で
き
た
と
い
い
、

園
祭
が
、
十
ス
ト
ー
リ
ー
も
し
っ
か
り
し
た
数
々

月
八
、
九
、
の
名
劇
が
発
表
さ
れ
ま
し
だ

十
と
三
日
間
一
方
展
覧
会
場
に
は
、
生
花
絵

盛
大
に
開
催
画
、
工
作
物
な
ど
た
く
さ
ん
の
作
品

さ
れ
ま
し
た
。
が
展
示
さ
れ
、
お
と
ず
れ
る
観
覧
者

乙
の
学
園
の
目
を
引
き
ま
し
た
。

祭
は
、
企
画
ま
た
、
こ
の
ほ
か
特
設
コ
ー
ナ
ー

を
す
べ
て
生
バ
ザ
ー
や
喫
茶
室
な
ど
も
設
け
、
始

徒
た
ち
で
工
終
会
場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

キ
r
f行
わ
れ

報広町和昭

若者の祭典

押中学園祭

の
た
め
の
標
識
や
通
単
蕗
の
清
掃
・

整
備
に
、
積
極
的
に
協
力
す
る
な
ど

町
内
交
通
事
故
一
掃
に
も
お
お
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

「
人
の
見
て
い
な
い
所
で
守
ろ
う

交
通
安
全
」
、
こ
れ
が
押
原
中
学
校
職

員
、
生
徒
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
自
身
も
、
こ

の
こ
と
ば
を
わ
す
れ
ず
に
町
内
交
通

事
故
一
掃
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

展覧会場はおおにぎわい

総

合

優

勝

に

押

越

第
十
七
回
町
民
体
育

/1/1/1/1λアλ.，/1/1/1

第
十
七
回
昭
和
町
体
育
祭
は
、
十

月
十
日
の
開
催
予
定
が
雨
で
流
れ
、

十
五
日
押
中
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
日
も
肌
寒
く
、
午
後
か
ら
は

雨
に
な
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
大
会
に
は
役
員
、
選
手
、
応

援
者
な
ど
、
お
お
ぜ
い
の
人
が
集
ま

り
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

熱
の
入
る
部
落
対
抗
競
技
は
、
男

子
四
十
歳
以
上
に
よ
る
「
サ
ッ
カ
ー

競
争
を
皮
切
り
に
、
八
種
目
に
わ
た

り
力
と
技
を
き
そ
い
あ
い
、
総
合
優

勝
に
押
越
、
準
優
勝
に
上
河
東
、
三

位
に
河
東
中
島
と
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し

ま
し
た
。

コントロールさだめカゴ目がり
ーゴールハイリレー競技からー

部落得点係も票よみに
おおいそがし

西
条
ニ
区
が
全
勝
優
勝

部
落
対
抗
ソ
フ
ト
・

リ
ー
グ
戦

五
月
か
ら
長
期
に
わ
た
り
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
、
部
穫
別
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
は
、
十
月
二
日

を
も
っ
て
全
日
程
を
移
J

し
ま
し
た
。

投
打
に
ま
さ
る
西
条
二
区
チ
ー
ム

が
全
勝
優
勝
円
以
下
戦
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

対戦成績表

西 西 清 |新 押 開 阿 築 飯 河

洞害
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甲

斐

源

氏

の

祖

源

義

清

報

話乙
介の 石山源
し三 原本
て点 盛忠義
いに 之告清
きつ 氏のの
たい 宅墓墓
いて所
と 河蔵西西
思広西の条条
い報 古一こ
まで 文区区
す遂書

西

条

二

区

の
¥

義

清

神

社

広

本
町
の
歴
史
は
新
し
く
、
古
来
か

ら
の
遺
跡
な
ど
は
数
少
な
い
う

F

え、

現
在
都
市
化
が
進
み
、
古
く
か
ら
の

行
事
・
支
化
財
な
ど
年
々
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
行

事
や
文
化
財
保
存
に
努
め
、
よ
り
多

く
後
世
の
人
托
残
そ
う
と
、
町
文
化

財
審
議
会
は
活
発
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
ほ
ど
町
文
化
財
と

し
て
、
次
の
三
点
が
指
定
さ
れ
ま
し

町和昭(7) 

源
義
清
は
清
和
源
氏
の
直
系
と
し

て
、
承
保
二
乙
卯
(
一

O
七
五
年
)

源
義
家
の
弟
新
羅
三
郎
義
光
の
三
男

と
し
て
産
れ
、
幼
名
を
刑
部
三
郎
と

称
し
た
。

義
光
は
陸
奥
征
討
の
成
功
に
よ
っ

て
甲
斐
の
国
守
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
そ

の
子
義
清
は
、
逸
見
に
館
し
て
逸
見

冠
者
と
い
っ
て
い
た
。
や
が
て
、
八

代
郡
青
島
郷
の
下
司
に
任
ぜ
ら
れ
、

市
川
の
豆
塩
の
岡
で
政
を
行
っ
て
い

た
。
義
清
五
十
一
歳
の
時
、
西
条
前

切
の
こ
の
地
を
選
ん
で
隠
棲
の
地
と

し
、
余
生
二
十
一
年
間
を
楽
し
く
送

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
久
安
元
乙
丑
年
(
二

四
六
年
)
七
月
二
十
三
日
、
輝
か
し

い
生
涯
を
こ
の
地
で
終
え
た
。
時
に

七
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
法
号
(
正
寛

院
殿
湯
山
清
公
大
居
士
」
を
見
て
も

生
前
の
治
政
と
人
格
の
偉
大
さ
が
忍

ば
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
牌
子
は
、

今
4

丞
相
神
子
の
長
見
寺
に
厳
存
し
て

-
上
は
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
た
義

清
神
社

・
下
は
義
清
が
詠
ん
だ
歌
碑

義清の墓〈俗名おこんこん山〉

い
る
。義

清
の
子
清
光
に
は
、
四
子
が
あ

っ
て
何
れ
長
れ
た
武
将
で
、
光
長

(
逸
早
比
)
・
信
義
(
武
田
氏
)

遠
光
(
加
賀
美
氏
)
・
義
定
(
安
田

氏
)
・
共
に
甲
斐
の
各
地
に
封
ぜ
ら

れ
、
戦
乱
の
際
に
は
各
地
に
転
戦
し

て
大
い
な
る
成
功
を
立
て
た
の
で
あ

る
。
武
田
信
玄
は
信
義
の
系
統
か
ら

生
れ
た
も
の
で
、
信
義
か
ら
十
五
代

目
の
嗣
子
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

義
清
は
-
正
K
甲
斐
源
氏
の
祖
と
仰

が
れ
る
の
で
あ
る
。

義
清
は
、
西
条
に
隠
棲
し
て
も
な

お
武
道
を
庖
ら
ず
、
義
清
神
社
の
境

内
に
は
、
今
も
長
さ
三
十
三
聞
の
矢

場
と
か
、
馬
術
の
鍛
錬
を
し
た
馬
場

の
跡
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

円
形
の
古
墳
は
久
安
年
間
に
造
ら

れ
た
と
想
像
さ
れ
る
も
の
で
、
横
十

五

M
、
縦
十
九
・
二

M
、
高
さ
二
・

九

M
の
壮
大
な
も
の
で
、
約
八
百
余

年
前
の
も
の
、
近
郊
で
は
最
も
古
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
形
の
上
花
、

「
源
朝
臣
義
清
の
墓
」
の
墓
石
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。

音
は
、
こ
の
墓
に
松
・
杉
・
桧
・

そ
の
他
雑
木
が
生
い
繁
り
、
昼
で
も

暗
い
状
態
で
あ
っ
た
。
孤
が
止
豪
し

て
い
た
の
で
、
土
地
の
人
は
こ
の
古

墳
を
「
お
こ
ん
こ
ん
山
」
と
呼
ん
で

い
た
。
今
は
そ
の
木
々
が
斬
り
払
わ

れ
一
面
芝
生
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。

文
化
財
審
議
会
長
井
口
伝
筆

J
F費



2
、
実
施
期
間

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
か
ら
実

施
の
予
定
。
詳
し
く
は
別
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

3
、
除
外
者

中

ω今
ま
で
に
「
ハ
シ
カ
」
を
し
た

者。ω今
ま
で
に
「
ハ
シ
カ
」
の
予
防

接
種
を
し
た
者
。

-
麻
し
ん
ハ
ハ
シ
カ
〉
の
弔
防
接
種

ω今
ま
で
に
予
防
の
目
的
で
、
ガ

が
次
の
要
鎮
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
ン
マ
l
グ
ロ
プ
リ
ン
の
接
種
を
受

1
、

対

象

者

け

て

、

三

月

以

上

た

っ

て

い

な

い

ω昭
和
四
十
七
年
十
月
二
日
か
ら
者
。

四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

ω種
痘
、
ポ
リ
オ
、
風
し
ん
の
予

生
ま
れ
た
子
ど
も
で
、
五
歳
及
び
防
接
種
を
受
け
て
、
一
月
を
た
た

六

歳

に

達

す

る

子

ど

も

。

な

い

者

。

ω昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
五

4
、
接
種
の
方
法

十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま

ω今
ま
で
の
予
防
接
種
と
違
い
直

れ
た
子
ど
も
で
、
五
十
三
年
四
月
接
開
業
医
(
県
下
の
市
町
村
長
の

一
日
現
在
で
生
後
十
八
月
か
ら
三
依
頼
を
華
聞
き
れ
、
後
日
、
県
と

十

六

月

の

者

。

町

で

告

示

す

る

医

師

)

の

と

こ

ろ

ム
ゲ
・
日
す
次

す

J
3

ま
は

ま

2

り

数

上

月

わ

波

バ

1

変

周

k

ー
と
い

変

が

い

し

の

似

数

せ

新

送

紘

物

、

ゅ

放

波

制

臨

配

。

オ

周

送

全

Y
す

ジ

.
-
-
放

ι
ザ
』
で

-
F

オ

カ
一
K
り

-t

ジ

)

H

お

ラ

木

N
と

(

の

(8) 報広町和昭

NHK  現 在 巧3内以降

甲府第1放送 930 KHZ 927 KHZ 

甲府第2放送 1470 KHZ 1602 KHZ 

富士吉第田1前 決 1340 KHZ 1584 KHZ 

で
、
町
の
指
示
に
従
い
接
種
す
る

こル」。ω麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
一
周
皮

下
注
射
吋

5
、
接
種
料
金

一
人
四
千
円
リ
(
個
人
負
担
穿
+

町
負
担
分
)
各
負
担
分
に
つ
い
て

は
検
討
中
で
す
。

6
、
対
象
者
の
通
知

役
場
か
ら
各
部
落
の
衛
生
委
員

を
通
じ
、
該
当
者
に
詳
し
い
手
続

き
等
に
つ
い
て
お
っ
て
連
絡
し
ま
す
0

・
み
ん
な
を
守
る
献
血
に

す
す
ん
で
参
加
し
よ
う

1
、
実
抱
月
日
及
び
時
間

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
十
日
午

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
と
、
午
後

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

2
、
実
施
場
所

中
央
公
民
館
前
「
献
血
車
は
く

あ
い
号
」

3
、
対
象
者

ω満
十
六
歳
以
上
、
六
十
五
歳
未

満
の
者
。

ω体
重
が
男
子
四
十
五
匂
、
女
子

四
十
匂
を
超
え
る
者
。

川
辺
別
回
の
採
血
か
ら
ひ
と
月
を
経

過
し
て
い
る
者
。

ω妊
娠
し
て
い
な
い
女
性
。

4
、
献
血
希
望
者

部
落
の
区
長
ま
た
は
衛
生
委
員

並
び
K
各
事
業
所
の
長
に
申
込
み

下
さ
い
。
な
お
、
直
接
役
場
保
健

課
に
申
込
ま
れ
で
も
結
構
で
す
。

5
、
そ
の
他

採
血
さ
れ
た
場
合
は
、
血
液
型
、

肝
機
能
、
梅
毒
等
の
検
査
を
行
い

異
状
の
有
無
を
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
の
で
、
健
康
診
断
の
役
目
も
い

た
し
ま
す
。

-
母
子
手
帳
発
行

及
び
妊
婦
相
談
日

十
一
月
四
日
、
十
八
日

十
二
月
二
日
、
十
六
日

時
間
午
前
九
時

t
十
二
時

場
所
中
央
公
民
館
和
室

持
ち
物
印
鑑

。
保
健
婦
に
よ
る
妊
娠
初
期
の
保
健

指
導
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
本
人

が
来
所
す
る
よ
う
托
し
て
下
さ
い
。
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市
口
直
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H
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西

条

二
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‘

深
沢
佐
友
里

H

晃

西

条

二

区

吟
昭
和
五
十
三
年
八
月
二

O

五

味

東

H

正

雄

河

西

堀
之
内
啓
治

H

善
三
西
条
一
区

中
込
日
日
也

H

一

三

河

西

"

婚

姻

功

万

大

資

M

裕
樹
河
東
中
島

小

沢

藍

子

H

正

史

上

河

東

中

沢

敏

彦

田

中

雅

人

p

清
士
西
条
二
区

西
条
二
区

中

村

美

奈

恵

志

村

将

樹

H

春

樹

上

河

東

米

山

豊

次

原

千

秋

H

勝

仁

押

越

西
条
一
区

有

賀

律

子

横

内

文

美

H

和
美
築
地
新
居

深

沢

啓

二

宮

川

正

二

H

征
男
清
水
新
居

西
条
二
区

j

刈

望
月
八
重
美

司

機
部
あ
カ
音

H

克
己
築
地
新
居

、
日
Y

¥
n
¥
農
業

¥
月
¥
ま
つ
り

今
年
も
十
一
月
二
士
一
百
(
動
努

感
謝
の
日
)
花
押
小
体
育
館
に
て
、

第
十
五
回
農
業
ま
つ
り
が
関
か
れ
ま

す。
農
家
の
み
な
さ
ん
方
、
日
C
ろ
丹

精
こ
め
て
作
り
あ
げ
た
農
作
物
多
数

自
問
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
品
評
会
終
了
後
即
売
会
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

方
々
多
数
の
参
ノ
加
を
期
待
し
ま
す
。


